
 

日本スカイランニング協会 ユース委員会 

 

目的 

 

日本スカイランニング協会（以下「ＪＳＡ」という）が本規定を定める目的は国際スカイラン

ニング連盟（以下「ＩＳＦ」という）が開催するユーススカイランニング世界選手権（以下

「ユース世界選手権」という）へ代表選手を派遣し、「ユース世界選手権の目的達成」「国別

対抗戦にて優勝」することにある。実績のみならず、熱意ある若者たちにも世界へ挑む機会を

創出し、国内への普及やユース・ジュニアの強化育成に寄与するため、以下の通り代表選手選

考基準を定める。 

 

 

派遣対象レース 

 

２０２３ユース世界選手権  ２０２３年夏季に開催予定（後日ＩＳＦより詳細発表） 

 

 

代表選考対象レース 

 

 全日本ユーススカイランニング選手権大会（以下「ユース日本選手権」という） 

 

２０２３ユーススカイランニング世界選手権 日本代表選考要項 

https://skyrunning.jp/
https://www.skyrunning.com/


日  時  ２０２２年１０月１日（土）～２日（日） 

大会名称   

カテゴリー VK  4.5km D+1000m U23 / YouthC/ YouthB / YouthA 

  SKY  20.0km D±1700m U23 / YouthC 

    9.0km D±800m YouthA/ YouthB 

 

※ 大会中止時は第１種公認レースにて代替選考会を実施する。 

  

 

代表内定必須条件 

 

①ＪＳＡ登録（９月１６日までに登録のこと） 

②２０００－２００８年（西暦）生まれの者 

 ・U23   ２０００－２００２年生まれ 

 ・YouthC  ２００３－２００４年生まれ 

 ・YouthB ２００５－２００６年生まれ 

 ・YouthA ２００７－２００８年生まれ  

③ナショナルチーム※１の全日程に参加し、招集される報告会・メディア取材に対応できる者※２ 

④スカイランニングの理念・精神を理解し、社会規範を遵守している者 

⑤本要項に合意する者 

 

※１ 日本を代表する選手で構成された専門組織（活動スケジュールは後日正式発表）。 

ＪＳＡが定めるスカイランニング世界選手権に派遣される選手、本規定により選考され



る選手、日本選手権上位者、スタッフから構成される。 

※２ 悪天候や自然災害、疫病や慶弔などやむを得ないと認められる理由により参加できない

場合は除く。 

 

 

派遣代表選手数 

 

最大選手数 １８名/１ヵ国（４名/１カテゴリー） 

 

※ カテゴリー種別：U23 / YouthC/  YouthB / YouthA の男女 計 8 カテゴリー。 

※ 2022 年 7 月に開催の ISF ミーティングにて 2023 年よりカテゴリー分けの変更が可決され

たため、JSA は決議に沿った選出を行うこととする。 

※ 特定のカテゴリーに対象者がいない場合は、JSA 内で協議の上、別カテゴリーの上位者を

選出する場合がある。 

 

 

代表選手の選考方法 

 

以下選考条件を満たした者から内定とする。 

選考条件優先度は１から昇順とし、高い優先度を満たした者から内定とする。 

 

代表枠 

１. ２０２２ユース世界選手権  3 位以内入賞者 



２. ユース日本選手権 VK  各カテゴリー最上位者 

３. ユース日本選手権 SKY  各カテゴリー最上位者※１ 

４. ユース日本選手権 コンバインド 各カテゴリー最上位者※１※２ 

 

※１ 前条件で選出された選手は除く 

※２ VK、SKY 各々の優勝タイムと比較し、累積パーセンテージの少ない順に決定。 

   例）１位：４０‘００“＝１００％ ２位：４２’００”＝１０５％ 

※ 原則各カテゴリ男女２名ずつを選出する。 

最上位者が代表を辞退する場合、最上位者に次ぐ順位のものを２～４の優先度に従い繰り上げ

選出していく。 

ただし、繰り上げは 3 位以内に入った者までとする。 

例１） 最上位者が辞退しない場合 

① VK 最上位者 内定 

② SKY 最上位者 内定 

例２） 最上位者が 1 名辞退した場合 

① VK 最上位者・・・辞退 ⇒SKY 最上位者 内定 

② コンバインド最上位者 

例３） 最上位者が 2 名辞退した場合 

① VK最上位者・・・辞退 ⇒SKY最上位者・・・辞退⇒ コンバインド最上位者 内定 

② VK2 位・・・内定 

 

■代表選手の決定と通知および手続き 

 



ナショナルチームへの認定 

ユース日本選手権の終了後、上位 3 位までの選手に希望調査をとり、希望者の中からユース委

員会もしくは強化委員会にて選考基準に則り公平に選考し、ＪＳＡ理事会およびナショナルチ

ーム事務局に選考理由と共に通達される。 

異議、異論なければナショナルチーム事務局より選手に対して通達され、選手本人の承認を以

ってナショナルチーム所属が認定される。 

 

ユース世界選手権 派遣の決定 

ＩＳＦよりユース世界選手権の開催要項が発表された後、ナショナルチーム事務局より参加意

思の確認と選手誓約書への署名と捺印を経て、本要項の「代表選手の選考方法」に則りユース

日本代表選手として選出される。 

選出された代表選手は海外派遣のための諸手続きをナショナルチーム事務局の案内に従い行う

こととする。 

 

 

代表選手・ナショナルチーム資格の取消 

 

ＪＳＡは以下に定める条件に則り、当該選手の日本代表およびナショナルチーム所属を認めな

い、または取り消す権利を有する。 

期間はユース世界選手権への出発日まで有効とし、強化委員会もしくはナショナルチーム事務

局、ＪＳＡ理事会の判断・承認を以て当該選手に通達される。 

なお、取り消しによって発生した損害については当該選手が負担する。 

 



取消の条件 

１. 本要項の「代表内定必須条件」に違反したとき 

２. ユース世界選手権へ出場するための準備が不十分と認められるとき 

３. 強化合宿や代表選手としての活動に対する参加、取組姿勢が不十分と認められるとき 

４. スカイランニングに不利益・不適切な言動が認められるとき 

５. 医学的見地から選手自身の健康状態に不具合が認められるとき 

 

 

派遣費の補助 

 

派遣費補助 

① 大会補助：６名×4泊分（朝・昼・夕食付）のコストは選手数で均等割りとする。 

② ＪＳＡ補助：全体予算を選手数で均等割りとする。 

 

※ ナショナルチーム、日本代表関連の支給品は決定次第通達される。補助予算は JSA 総会の

決議を元に決定され、補助金額は強化委員会もしくは JSA 理事会、ナショナルチーム事務局に

より決定される。 

※ 大会補助・JSA 補助は変更される場合がある。 

※ 派遣時の移動費・宿泊費については原則選手が負担するものとする。大会終了後全行程の

費用をもとに JSA にて分配額を決定の上、開催年の年度末までに補助費用を支払うこととする。 

 

 

ユース日本選手権中止時の対応 



悪天候や自然災害、疫病やテロなど何らかの事由でユース日本選手権が中止になった場合、そ

の後の対応について理事会・各委員会にて協議され、決定次第順次通達される。 

 


